
会議の名称  第４期 第９回戸田市男女共同参画推進委員会 
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事 務 局 小林課長、清水副主幹、茂木主事 

 

 

 

 

 

議 題 

【議事】 

子ども向けパンフレットの見直しについて 

【報告】 

戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ制度に係る届出

について 

【その他】 

（１）上戸田地域交流センターイベント（ピンクリボンフラ）

１０月１３日（日）での啓発活動について 

（２）第４期最終回の議題について 

 会議の経過 会議の詳細は別紙のとおり 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料１ 子ども向けパンフレットの見直しについて〈アン

ケート結果まとめ〉 

・子ども向けパンフレット 

・「つばさ」第７１号 
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（会議の経過） 

 発言者       議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 議題 

 

 

次の資料を用いて事務局から説明 

・資料１ 子ども向けパンフレットの見直しについて〈アンケー

ト結果まとめ〉 

 

ご説明ありがとうございました。また皆さまからアンケートを非

常に丁寧にお答えくださいまして、ありがとうございました。 

とても適切な修正、変更のご提案だと思いますので、これを全部

採用してもいいのではないかなという感想を持ちました。 

それでどういうふうに議論を進めようかなと思っているのです

けれども、アンケート結果を見ていただいて、まず全体の印象か

らお話いただいて、そのあと、個々の箇所の検討をしていくとい

う手順でよろしいでしょうか。 

ではまず、このパンフレットの見直し作業の全体について、ご意

見やご質問や確認したいことがありましたら、はじめにお願いい

たします。 

 

ボリュームはＡ３見開き１枚に収めるという前提で進めるので

すか。他市はちょっと長くて、ホームページを見ると、場所によ

ってはＢ５かもしれないですが、５ページくらいあります。多い

ところは１０ページくらいの冊子もあります。ただ、このアンケ

ートにもあったのですけども、ここにあまり性のこととか、ジェ

ンダーに関することはないので、ぎゅっとまとまるといいなと思

ったのですけど、そもそもこのボリュームかというのを確認させ

ていただきたいと思いました。 

 

では事務局から、ボリュームについて検討の余地があるかご説明

をお願いします。 

 

事前にきちんとご案内できず失礼いたしました。今、事務局とい
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たしましては、過去何年もこの形でやっていて、特にここが使い

にくいですとかという現場からの声をいただいておらず、小学校

５年生向けに授業等でご案内するボリュームとしてはちょうど

いいかと認識しておりましたので、現状の私どもの考えとして

は、同じようにカラーのＡ３両面刷りで閉じて開くものというふ

うに考えておりました。ご意見としては、もちろんいただく余地

はございます。 

 

ボリューム増やせばお金がかかるというのは普通で、当然予算と

かもあると思います。 

 

ありがとうございます。予算といたしましては、これと同じ仕様

で、内容のデザイン変更という形で今年度予算は計上しておりま

す。おっしゃるとおりページを増やすとその分印刷できる部数が

減ってしまうという悩みがございます。 

 

承知しました。ありがとうございます。 

 

そうなりますか。 

 

ページを増やすほど、やはりその分、デザイン料ですとかいろい

ろな経費がかかる関係で、シンプルに両面印刷のものを、真ん中

折りをして、というのが一番経費としてはかからないものです

し、学校現場で、特にこのボリュームが少なくてもっと内容を増

やしてほしいというアンケートは、過去のものを確認しても特に

いただいてはいないです。逆に今の内容でボリュームが過ぎると

いったこともない状況ではございます。 

 

イメージなのですけれども、体裁としてはこれくらいのボリュー

ムは小学５年生が学校で受け取って持ち帰ってきて、一読できる

限界くらいかなという感覚がありまして、このサイズ感とかもラ

ンドセルに入ることを考えるとほど良いのかなと思います。それ

を考えると、じゃあこんなに大きくビリーちゃんリブちゃんの説

明はいるのかとか、中身のスペースの精査というのをしてもいい

のかなとは思いました。例えばこの、ビリーちゃんリブちゃんの

ところとかもいいのですけど、あいパルの写真を載せるとか、何

かあったらここに相談に来てねと言えるような形で、一つ一つに

きちんと意味を持たせて、このＡ３両面全部使っていけると良い
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なと思います。 

 

そうですね。小学生の子どもたちにもうちょっと、あいパルの利

用を促すような形にしてもいいかもしれないですね。 

 

結局、この冊子の考えてみようというところと、あと、中の男女

共同参画について本で調べたり勉強したりして、自分にできるこ

とを考えてみましょうと、結構交互に語りかける内容になってい

るので、困ったらあいパルで相談に乗ってもらえるよとか、身近

な人と話し合ってみようとか、一人で考えてみよう、調べてみよ

うじゃなくて、開けた内容というか、呼びかけにしても良いと思

います。結局その子どものジェンダー観みたいなのって、親きっ

かけだったりするじゃないですか。お父さんがこう言っている、

お母さんがこう言っている、家ではこういう分担になっていると

いうところだって必要と思うので、これをもとに話し合ってみよ

うという感じの出し方をできるといいのではないかなと思いま

す。 

 

はい。スペースのことで言うと、男女共同参画の説明がくどいか

もしれないなというふうに感じておりまして、これを作ったとき

は、この言葉のなじみが薄かったので、しつこく説明を入れたの

ですけれども、今ではあんまりこの用語にこだわらなくて、内容

を説明する形にしてもいいのかなというふうに思います。 

 

本当にそう思いますし、順番的に男女共同参画ってなんだろうか

ら始まって、男女共同参画とは、と入ってきて、後ろに参画って

なんだろうと入ってくるというこの順序とかもやっぱり非常に

リズムが悪いというか、入ってこないので、その辺は整理したい

なと思います。 

 

これは条例を説明するのが目標だったのですよね。 

 

そうですね。もともと、大人のやつがあって、これを作ったので

すよね。 

 

条例ができたよ、ということが言いたかったのですね。 

 

男女共同参画という言葉の説明が散らばりすぎている気がして
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いて、今おっしゃってくださったように、６ページあるなかで、

４箇所で共同参画とは、と言っていて、なんなら１番大事そうな

のってここじゃないですか。どういう意味ですかという問いかけ

が大事です。「なんだろう、なんですか、知っていますか」とな

ると、問いかけや考えるというのをメインにするのか、それとも

具体的な役割分担というか、協力しあってとするのか、まとめた

方が良いと思います。内容はすごくいいとは思うのですけど、散

らばっている感じを印象としては感じられました。 

 

レイアウトの話をするのであれば、男女共同参画ってなんだろ

う、参画ってなんだろうというのをもうここで終わらせたいです

よね。それから「知っていますか、こうですよ、詳しくはこうで

すよ」という流れにしたいです。 

 

これだけ枠があれば、それでまとまると思うので、「こういうも

のです、具体的にはこういったものです、困ったらここに相談で

きます」みたいな感じで、進んでほしいなと思います。 

 

そうですね。 

作成当時は本当になんだろうという感じだったのですよね。 

 

これは平成２９年発行と書いてあるので、そのころから今だと考

え方も変わっているので、それをせっかく直すのだったら、今に

合った方が良いということですよね。言葉とか考え方とか、だい

ぶ変わっていますよね。 

 

これを作った当時いたのですけれど、今思うとやっぱり男女、イ

ラストで青が赤をいじめている感じとか、ちょっと引っ掛かりは

あったのですけれど、まだ直すほど、これもう駄目でしょうとい

うほどではなかったのです。「できるわよ、なるのよ」みたいな

のも、うーんと思いつつも、アウトみたいな感じじゃなかったの

ですが、本当に変わったなと思うので、新しくしたいです。 

 

私も読み直してみて、あまり全体的なところで何とも言えないの

ですけれども、まだ私も男女共同参画推進条例ありきで作ってい

るので、それをわかってもらうためっていうのがまだ抜けていな

いです。ただ見開きの男女共同参画ってなんだろうって言って、

左に書いてあるこの枠の中をもうちょっと真ん中に持っていく
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なり、何かを工夫しないと、どこで誰が何を言いたいのだという

のは思うので、さっきおっしゃったようにやっぱりきちっとまと

めて、こちらが条例の中で訴えたいこと、みんなにきちんとわか

ってもらいたいこと、それからどうしたらいいとか、どこに相談

に行ったらいいとか、その次ということで、順を追ったらいいか

なと思います。ただ、このトップの部分は、なんだろうって書い

てあるのにまたあるっていうのは、やっぱり先生も困るのではな

いかなとは思いました。先生、いかがでしょうか。 

 

考えてみましょうとか、考えてみてくださいっていう問いかけ調

になっているのを、もう変えるという感じですかね。全体的に投

げかけ的なのをこうなのですよっていう、そういう知識という

か、教えるように持っていくと良いと思います。 

 

当時こういうものなのですよというところのベースがない状態

だったので、考えてみましょうと書いてあったと思うのですけれ

ど、男女共同参画ってこういうものですという、共通認識みたい

なものがある程度できてきていると思うので、それを前提に考え

ていくよという形になるといいかなと思います。なので、本当に

これは別に結論じゃなくて「こういうものです、だから」という

ところに進めていきたいので、これはもう１ページ目に出してし

まっていいのではないかなと思います。当時は用語の意味が分か

らなかったから引っ張ったのかなというのをなんとなく覚えて

いるのですけど、「男女共同参画って知っていますか？何々です」

と出してしまってから、具体的にはどういうことなのか、自分が

できることってなんなのかというのを中でもうちょっと見せて

いくというか、その上で考えていこうという感じが良いと思いま

す。 

 

ボリュームがこれだと難しいかなと思うのですが、他の地域では

全部マンガで説明なのですよね。男の子と女の子が話している会

話にこういうものを盛り込んであるようなものです。このボリュ

ームだとちょっと大変なのかなと思い、それで先ほど確認をした

のです。子どもだとマンガはあまり重たく受け止めないで読みや

すいかなと思います。あと、他市では表で「ゴミ捨てをする、洗

濯をする、食器を洗う、食事を作る」とかそういう項目があって、

お父さん、誰とか、そこにマルをつけるものがあります。そうす

るともしこれを手にして、先生から家でやってみてという感じだ
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と、じゃあ、お父さん何をやっているかなとか、やらざるを得な

いみたいになります。そうするとぼく何もマルがついてないなと

か、お母さんいっぱいマルが付いたなというのを子どもが認識す

るきっかけになり、スペースが許せば小さい四角い表か何かを入

れられたら、家族で話をするきっかけなるかなと思いました。 

 

分担を書き出してみましょうみたいなものがあってもいいのか

なと思うのですけど、具体例を出すと、例えばおじいちゃんおば

あちゃんがいる家とか、養育者が両親でない場合とか、働けない

人がいる場合とかにいろいろな配慮が必要になってきて、また別

のところで難しくなってくるかなというのがあるので、うまい具

合に入れられるといいですよね。 

 

スペースの問題なのですけれども、パンフレットは、紙というイ

メージで考えていると思うのですが、今、子どもたちみんなパソ

コンを配給されていますので、電子版も検討してもいいのかなと

思いますが、いかがですか。 

 

電子版についてもおっしゃる通り、今、電子デバイスは皆さん持

っていますし、配っていますので、紙での発行にこだわるわけで

はなく、並行してハイブリッドバージョンですとかということ

も、もちろん可能かとは思います。 

 

基本的な情報は紙でパンフレットを配布して、マンガとか分担表

とか、そういう作業させるようなものは電子版とか、そういうア

プリを使ってもいいかなと思います。 

 

一点、もちろん、検討の余地があるというところと、ただ他方で、

市から教育委員会に依頼して配ってもらっている、今までのやり

方と変わってきてしまう手順になろうかと思うので、そこは教育

委員会の事務方の方に確認をして、できることとできないことに

ついては整理が必要かとも思います。 

 

家には小学生と中学生がいますけれども、やはり作業するのはパ

ソコンでやっています。それを考えると持ち帰って家族と話すと

か、自分でどこかに取っておいて困ったときに開けるような位置

付けになってくるのかなと思うので、こっちはかいつまんでと言

いますか、電子の方をベースにできるのであれば、インデックス
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的な内容にしてもいいのかなと思います。 

 

私はすごくそちらの意見に寄っていて、今、戸田市はせっかくみ

んな、モバイルを小中学校に持っています。裏にもＱＲコードを

載せたらどうですか、というのが私の意見ですが、先ほど言った

マンガとか分担表とか全部、その都度ＱＲコードを付けちゃえ

ば、学校でこうやってＱＲコードを読みながら、マンガの次のペ

ージに行く方がきっと情報量としても良く、また一つの作業をし

たという記憶にもなります。 

 

これはすぐには実現可能な範囲ではないのかもしれませんが、学

校の先生に説明をしてください、と言って渡すのは現実的に難し

いところだなと思っていて、例えばですけれども、動画を作り、

「私たちの方でこれはこういうふうに読んでほしい、戸田市には

こういう条例があります、こういうものです」としゃべっている

動画を撮り、それをみんなで見てもらうというのがいいのかなと

思います。 

 

その方が先生への負担も少ないし、先生がどう説明していいのか

という精度や熱意の差なども出てきてしまうと思うので、戸田市

男女共同参画推進委員会からというものが１本あれば効率的だ

し品質も保てるのかなと思います。 

 

学校現場からいいでしょうか。おそらく男女共同参画といったと

きに、どこの授業として位置付けなきゃいけないと考えていかな

きゃいけなくなるので、授業として取り上げるというのは、一つ

の時間として取るのはなかなか難しくなる可能性はあります。た

だ、男女、ということや役割分担ということで考えれば、道徳の

授業であったり、家庭科の授業であったりとつながることがある

と思います。 

先ほどお仕事の分担表という意見もありましたが、実際に５年生

で家庭科の授業でもやっていることです。取り入れて、家族で分

担しているとか、自分がどういう役割で仕事をするとかです。２

年生でも生活科で家庭の仕事をするとかっていうところが出て

くるので、そういうことを考えたときに、どこかの授業に位置付

けてということを皆さんに共通理解していただければ、正直ボリ

ューム的にはこのくらいでもいいのかなという気はします。そこ

からどうやって深めていくかというのは、教科でそれぞれやって
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いってもいいのかなと思います。 

たくさんボリュームがあってしまうと、家庭科にもあってここに

もあってとなったときに、逆に使わなくなってしまったらもった

いないような気もします。そういうふうに私たち教育現場もこう

いうところに他の教科とつなげながら指導していきましょう、と

いうことをＰＲしていきますけれども、あまりにたくさん作って

しまうと複雑になってしまうのかな、と懸念するところも若干あ

りますので、ボリューム的にはこのくらいでもいいのかなと思い

ます。参画という言葉がたくさん散りばめてあるので、そこは精

査した方がいい気がします。 

 

大変有益なご意見ありがとうございます。もし授業に位置付けて

使っていただける場合、私どもの方で“この教科”というふうに

考えるのはおそらく難しく、学校現場の方から、ここの授業のこ

の単元だと使いやすい、そこの学習指導要領はどうなっていて、

教科書がどうなっていて、というようことを具体的に教えていた

だけるとそれに対応したパンフレットを作りやすいのかなと思

います。 

 

６年間になってしまうので、全部ピックアップするのは大変です

けど、例えば家族愛であったり男女のことであったりというのは

道徳の中にも入ってきたり、家庭科の中に入ってきたりするので

５年生で配っていただければ、そこに合わせてぜひ取り入れてく

ださいということで配っていただければそれで十分ではないか

と思います。 

 

そうすると５年生くらいの子が読める内容で、考えるといいかも

しれない。 

 

参画という言葉自体が意外と５年生はわかっていない可能性が

あります。ですので、共同参画ってなんだろう、という言葉はや

はり必要だと思いますし、それが１ページ目もあって２ページ目

もあると少ししつこくなるかもしれないので、そこを精査すれば

いいのかなという気はしました。 

 

内容が盛りだくさんになり、情報が多すぎてしまうと、子どもに

は入ってこなくなります。ですので、程よいイラストがあって、

程よい大きな文言があってという方が子どもはインプットしや



- 9 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 
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すい気がします。 

見るだけでも有効かなと思いますし、授業で何かあったときに、

この前、配ったパンフレットのあの部分だねということで、もし

デジタル化が今後進むのであれば、またそこでＱＲコードなどで

読み込んでみるなどは可能かなという気はします。早急に、とい

うわけではないのですけれど、もしかしたら今後そういうことも

できるのかなとは思います。 

 

それでは所定の時間がまいりました。まだ文言は１つも検討でき

ていないのですけれどもどこまで話を進めようかなというのを

考えております。 

全体的な修正の方向性としては、委員の皆さまがだいたい同意で

きる意見を出していただいたと思うので、男女共同参画の説明を

コンパクトにして、例えば表紙にまとめて、ページをめくってい

くときにストーリー性を出して話がつながるように作っていく。

そのなかで、家事分担表などのいろいろな工夫ができないかとい

うことを検討するというのが大まかな方向でよろしいでしょう

か。 

 

今皆さまからいただいた方向性を基に事務局の方で素案のよう

な形で、文言については今回のアンケート内容を反映したものを

作ります。次回の会議等で一度お示しする形でよろしいですか。 

また、先ほどＱＲコードという話もありましたが一度デザインし

てしまうと、基本的には複数年使うものでございます。このパン

フレット自体にＱＲコード等を入れるのか、それとも別紙扱いに

して情報を刷新したときに対応できる形をとるのか等もデザイ

ン会社、印刷会社などに参考に確認したうえで、次回提示するの

はいかがでしょうか。 

 

それでは最終確認で、特に異議のある方がいましたら意見を出し

ていただいて、特段なければ事務局に原案の作成を依頼しまし

て、１１月にできたものを確認するということでよろしいでしょ

うか。 

 

最後のページの裏表紙の「参画」ってどういう意味ですか？とい

うところを端的にまとめてというのは、私が出しました。そのス

ペースに、なにか参加型みたいなものを入れるとか、子どもたち

にチェックを付けてもらうような。 



- 10 - 
 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 
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ただこれを読んで終わりではなくて、もしくはＬＧＢＴＱに、こ

こにはいろいろな性があるよということで、一歩進んだものを入

れるかなど、その辺こちらで先に皆さんで話し合って、このまま

でいいかを、話し合ってはいかがでしょうか。 

 

はい。皆様いかがですか。 

 

実際この２つの性だけになっているな、と気になっていたので、

入れた方がいいのではないかと思います。その中で、ビリーちゃ

んとリブちゃんが今は２色なのですが、いろいろな色を入れて欲

しいなと思いました。いっぱいいるので、虹のものとかを入れた

いなと思いました。 

話が逸れてしまうのですが、ここのビリーちゃん、リブちゃんの

説明欄のところに、あいパルが拠点ですよということと、「つば

さ」も読んでねと、「つばさ」というのがあるよというのを入れ

るとうれしいなというのはありますかね。 

 

これの中にあいパルが入ってないのが不思議。 

 

あいパルあったのですよ。でもあんなにはっきり場所がなくて、

掲示物がちょっとあるくらいでしたよね。我々から拠点をちゃん

と作った方がいいのではないですか、みたいなことを言っている

時期だったのですね。 

 

戸田市では男女共同参画センターなくしますということで決ま

って、あいパルを一応、準拠点という形にしました。 

 

当時、仮で借りているみたいになっちゃってね。 

 

それをがんばってくださったのは、あいパルをやってくださって

いる方でした。 

 

個人的にあいパルファンなので、せっかくあいパルがあって、拠

点ですって言える場所があるのに、載ってないのはなぜか。 

 

それは当時のことを思えば、色々な経緯がありましたが、今後は

載せたいです。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

子どもも相談しに行きやすいと思うので。 

 

あいパルでこういうことやっているのだっていう紐づけ、近所の

子だけではなく、あいパル遊びに来たよ、あいパルって図書館だ

けではないのだよ、予約だけではないのだ、こういう掲示もある

のだね、ちょっと横目で見てくれる紐づけができたらいいなと思

って。 

 

ぜひ、それは当時を知っている者からしたら、うれしいです。あ

いパルさんがいかにがんばっているかということかとも思いま

す。 

 

あいパルの図書室の下の情報コーナーだけではなく、図書室につ

なげたいですよね。 

 

ご当地キャラとかゆるキャラというのがいると思うのですけれ

ども、私は主任児童委員をしておりまして、民生委員のミンジー

というキャラクターがいます。やはりゆるキャラを作るにあたっ

て、性別というものを意識させないために、「ちゃん」とか「く

ん」を付けない指示が出されているのです。 

なので、ここに「ちゃん」が付いているということが私としては

引っかかる部分です。「ちゃん」が付いてしまうと女の子という

ふうになってしまうので、ちょっと違うのかなと思います。 

 

それこそ逆に女の子を意識している。男の子でも「ちゃん」付け

する場合もあります。 

 

ビリー「たん」だったらいいということですか。 

おそらくそういうことになってきますよね。 

 

結構ご当地キャラは付けないようにということで、名前付けを考

えられているので、「ちゃん」と「くん」を付けるのは違うかな

というのがひとつ。 

あとはこのパンフレットを全体的に見て、学校で取り上げている

ということがあるかと思うのですが、やはりいろいろな家庭があ

りますので、だからこれが間違っているという書き方はまずいと

思うのです。やはりお父さんも料理をしなければいけないの、洗

濯をしなければいけないのというふうに書くのではなく、いろい
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事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

ろな家庭があって、その家庭を否定してはいけないという、いろ

いろな意見を否定するというのはダメなのだと教えてあげるの

が、一番、小学校５年生なんかはいいのではないかと私は思いま

す。子どもは自分の家庭が一番普通だと思っているので、他の人

の家が間違っていると考え方が固定されています。合っている、

間違っているがマルかバツで分けているくらい頭が固いのです。 

あまりこれが間違っているというのではなく、いろいろな人の意

見を取り入れなければいけない、否定をしてはいけないというこ

とを書いてあげたほうがいいのではないかと私は感じました。以

上です。 

 

今ご意見があったゆるキャラの呼称の「ちゃん」付けについてで

すけれども、当時、著作者の方がいらっしゃって、「ちゃん」ま

でも含めた作品としての名前であるかということを確認しなけ

れば、ここで「さん」がいいからビリーさんリブさんにするとい

うことをすぐにできるかどうかはわからないところです。 

そういった契約内容を確認しますが、性別がないものとして捉え

られての、胎児の勾玉のイメージです。ビリーちゃん、リブちゃ

んで啓発活動を実施しているので、現代の理念とは少しマッチし

ないかもしれないのですが、以前からこれで推進しているもので

すので、よろしくお願いいたします。 

 

ビリーちゃん、リブくんだったら問題があるかと思うのですけれ

ども、ちゃん、ちゃん、なので。 

 

他の子たちに名前はついていないのですか。 

 

あれはみんなビリーちゃん、リブちゃんなのですよ。総称なので

すよね。緑は何くんとかはないですよね。 

 

色使いとかのところで、先ほどおっしゃっていたレインボーちゃ

んのような形での配慮という姿勢を見せる方向でいいかなと。 

 

そうですね。 

 

胎児というのは小学校５年生が分かるものなのかな、勾玉という

のは分かっているのかということは思いました。難しくないので

しょうか。 
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小学校２年生で胎児の勉強はなさっていますよね。なので、胎児

は分かると思います。 

 

大人というのも小学校１年生とかで習うものなのですか。 

 

漢字の読み方ですか。大人はもう少し後だと思います。 

 

でも、５年生では大丈夫。だからどの辺りなのかと思いました。

では、漢字としては出ているものは大丈夫だということですね。 

 

私も先ほど漢字を見ていて。 

 

漢字に関しても一つ、こちら作成にあたっては委員の皆さんの意

見はもちろんですが、教育委員会の事務局のほうに必ず確認をと

ってからの発行になります。ですので、逆にここはという意見に

対して少し思う通りにならない形での発行になる可能性もある

ところだけご承知おきいただきたいところです。 

 

前回このパンフレットを作ったときは、原案通り、通していただ

いたのでしたか。教育委員会とご確認いただいて、その場合は再

修正で戻ってくるということになるのでしょうか。 

 

年度内にデザインして印刷までかける予定ですが、もちろん皆様

にお諮りはします。任期の都合上次回の１１月の会議で必ずお諮

りできるか、そこでお諮りするにしても戻しについて再度諮る委

員さんは必ずしも一緒でない可能性はございます。 

 

あとはご提案があった、どこに何を書くか、ボリュームレイアウ

トの案文についてある程度この場でまとめてから事務局にご修

正をお願いするのがいいのではないかというお話しだったので

すけれども、いかがいたしますか。 

 

今事務局が聞いて下さっているのでもう大丈夫だと思います。。 

 

大丈夫ですか。強いて言えばビリーちゃん、リブちゃんの説明は

いるのかなという感じはしました。ただキャラクターだけが存在

しているのでいいような。 
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そうですね、いろいろな色のビリーちゃん、リブちゃんがここに

いて、この子たちが戸田市の男女共同参画キャラクターですよと

いうことがあれば十分かなと。 

 

アンケートの認知度は低かったですけれども。 

 

戸田市の男女共同参画のキャラクターであるということに留め

る方向で進めます。 

 

これが公式のキャラクターですよ、そしてあいパルがあります

よ、できればつばさがありますよというものが並んでいれば、困

ったら相談できるよというところですよね。意識しないで生きて

いける、暮らしていける子は、変な話心配なくやっていけるなか

で、男女共同参画が気になる子というのはどこか悩んでいる、苦

しんでいる子だと思うので、そういう子が困ったときに、友だち

同士や親などで困ったときにつなげられる場所をちゃんと示せ

れば十分なんじゃないか、ビリーちゃん、リブちゃんの由来まで

伝えなくても大丈夫なんじゃないかと思います。 

 

ではこれまでの議論を、結構盛りだくさんなのですけれども、反

映していただくような形で、次回１１月ですね。 

 

先程、ここにあいパルの写真を載せてもいいのではないですかみ

たいなお話が出ていましたけど、私たちこれを相談したときに、

この外のビルみたいな景色はなんですかって言ったら担当課の

方が、覚えてらっしゃいますか、戸田のイメージでこれを作った

のですっておっしゃっていまして。 

 

ここにあいパルが載っても良いのではないかな。ビリーちゃんた

ちがいてもいいし、あんまりあいパルばかりを出すのは、条例で

どうあいパルを扱っているかによるかと思いますけれども。ここ

の建物はちょっといかがなものかと。あの時も出ていたから今回

も一言。以上です。 

 

はい、ではこれでこの議題は終わりにさせていただきたいと思い

ます。では、次に戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ制

度に係る届出について事務局からお願いします。 
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【報告】戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ制度に係る

届出について、事務局より報告 

 

はい、ありがとうございます。連携協力自治体というのは今どれ

くらいの規模になっているのでしょうか。 

 

はい、県内６３市町村あるのですが、川口市がまだこのパートナ

ーファミリーの制度を導入していないので川口市を除く６２市

町村、連携しております。 

 

自治体のところに今おっしゃっていただいた数字を入れたらい

かがですか。今ホームページを拝見したら自治体は次の通りで

す、といって羅列なのですね。県内６３中６２ですっていうふう

に。かっこ書きで入れたらそしたらもうすぐ１００％であると。 

 

川口市は制度を年度内に作るという、連携にも乗るというような

意思を示していらっしゃるので、その際には載せられたらいいか

なと思います。 

 

ではこちらよろしいでしょうか。続いて、その他について事務局

からご説明をお願いします。 

 

【その他】（１）上戸田地域交流センターイベント（ピンクリボ

ンフラ）１０月１３日（日）での啓発活動について（２）第４期

最終回の議題について、事務局より説明 

 

それでは、今ご案内があった２点のお話について、皆さまからご

意見等ありましたら、お願いいたします。 

１つ目のことについて、あいパルから何かご案内ありますか。 

 

ご案内出来ることが、現時点ではあまり明確にはなくて、日付だ

け、先ほど事務局からいただいたとおり、今年の１０月１３日、

日曜日、３連休の中日なのですけれども、ピンクリボンフラとい

うことで、１階の多目的室や広場を使ってイベントを開催いたし

ます。３回目になりますけれども、今回アイロンビーズですね、

昨年のあいパルの周年イベントで開催したイベントになるので

すけれども、同様の物を１階の男女参画情報コーナー付近にスペ

ースを作ってやる予定になっております。 
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事務局 

 

時間もピンクリボンフラのタイムテーブルが決まり次第決定し

ようと思っておりまして、オープニングですとか、講師の方の講

演会がありますので、そこにかぶせないようにしておりますの

で、時間はまだ未確定ではあるのですけれども、今後、事務局に

も決定事項等は共有させていただいて、ご連絡をしていただくこ

とになっておりますので、ご確認いただけたらと思います。よろ

しくお願いします。 

 

前回に、有志での啓発活動について、ボランティアとしてとか、

ということで、私よくわからないまま終わったのですけれども、

やはり啓発活動はあった方がいいと思うのですね。 

それに関して担当課がやるのに、私たちが今のピンクリボンなど

もそうですけれども、お手伝いでお声かけていただいて、参加で

はなく協力、お手伝いをするという形でやっていくぶんには大丈

夫ということですね。 

 

ご認識としては、おおむねその通りでございます。昨年度最後の

会議で有志による啓発活動を今後していただかない方向でとお

話しましたけれども、前回の会議ではそこについて納得感が得ら

れず、なかなか共通理解に至らなかったなということでした。有

志の方の活動と銘打ってもなかなか皆さまお忙しく、こういう集

まりに対してもハードルもありましたので、今後、市で啓発活動

をやらせていただきますが、もちろん私どもだけでは限度もあり

ますので、ぜひお力をお借りさせていただきたいです。皆さんに

やってくださいと全部お願いするのではなくて、私どもで企画を

したり、いろいろ準備を揃えるところに、なにかしら入っていた

だけることがあればお願いをしたいです。あいパルのイベントに

関しても、私ども市で指定管理施設、男女共同参画推進事業を担

っていただいておりますので、イベント情報があればお手伝いに

ついてのお願いさせていただく予定です。 

 

そのイベントに関しては、担当課で例えば年３回やります、それ

に予算をつけていますということで、進めていかれるということ

でよろしいのですか。紙とかいろいろなものにお金がかかる部

分、こちらはお手伝いのみですよね 

 
私どもの方でイベントを独自企画するというよりはどちらかと

いうと、あいパルさんに担っていただくところに参加するとか、
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市内の各種イベントの中で啓発に参加させていただくイメージ

です。予算ついては啓発グッズの作成予算はとっております。 

他にも消耗品、紙等については市の消耗品予算から支出をする予

定ですので、そこについては協働推進課予算でやらせていただき

ます。 

 

わかりました。ここの有志の活動だとしたら私たちがやるので、

その辺が市の方とどうなっているのか、今までずっと心配してい

たので、今回そこはクリアになったので安心しております。 

あと、いつも言うのですけれども、担当課の方たちが、手弁当で

やっていらっしゃるのが困るなと思ったので、それはちゃんと仕

事としてということだとしたら、私たちも気持ちよくお手伝いで

きるかなという、そこの確認も今回したかったので、またぜひ継

続して、クイズなどやっていけたら楽しいなと思っています。 

私たちも、勉強になりますし力になります。参加しない方、手伝

えない方もいらして、クイズしてというような参加の仕方、関わ

り方もあるかと思いますので、今日はほっとしました。 

 

ありがとうございます。ぜひイベントについても、この今後ピン

クリボンフラだけではなく、今後の機会は皆さまに情報提供です

とか、ご協力のお願いについて出させていただきますので、何卒

よろしくお願いいたします。 

 

あともう一つ、参加したいのですけれども皆さんお忙しいので、

だから前は募ったら結構大勢参加があって、「私１時間でいいの」

みたいなこともあったのですけれども、結構参加できないことも

あると思うので、その辺もすみません、ご配慮お願いします。 

 

委員さんとしてお願いしている活動は、この委員会に出ていただ

くというところに留まっておりますので、その他は皆さまの任意

での、それが出ないからだめとかそういったことも一切ございま

せん。ご協力いただける方にご負担がない形でというのは重々承

知しております。ありがとうございます。 

 

そうしましたら、私の方から皆さんにお伺いしたいのですけれど

も、（２）の最終回の議題ですね。１１月にもう一度、会議を開

かなくてはなりません。あまり話すことがありません。決まって

いませんので、最後にぜひこういうことをやりたい、やってはど
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うかということがありましたら、アイデアを出していただけると

うれしいです。 

 

今まで議題に挙がったアンケートの質的なこと。例えば、今回の

これは年末いつごろ、どこに入るのかな、私たち任期が終わって

ももらえるのかとか、そういうまとめのご報告みたいのものを聞

きたいと思っています。 

 

次でもう任期が切れるので、やり残したのだけど、次の委員さん

お願いします、とバトンを渡すのにぜひこれを継続して審議して

いただきたい議題がありますよね。 

次の人お願いします、というのをまとめる文言というか、箇条書

きでもいいですけれども、ぜひこのことについて継続してほしい

要望を次の委員さんに託すという回を少し時間があれば。やりっ

ぱなしみたいになっちゃうので、その確認を追って、ぜひ。 

残っている委員の方はもちろんそのまま継続されて、その通り進

めると思うのですけれども、あの時に言っていたことだなと、な

るべくわかるようにすることに時間を使えたらなと思います。 

 

引き継ぎ書のような形ですね。ありがとうございます。 

 

例えば、パンフレットを新しくしましょうみたいな話が出てき

て、議題にのぼるときってもう予算が決まってしまっている状態

です。できればある程度予算を度外視した状態で、例えば大人用

のパンフレットをどうするのかとか、アンケートであがってきた

条例の認知度が低いとか、あいパルに拠点があることを知ってほ

しいみたいなところに対して話したいです。あとは、男女共同参

画推進にまつわる活動をもう少しデジタル化してもいいのでは

ないかとか、そういうどう作ってみたいというところとか。 

時間がないから、予算がないから、今年は決まっているからとい

うところに関わらないアイデアみたいなのも含めて話し合える

といいかなと思います。 

 

確かにそうですね。以前は次年度の予算策定のところから、事業

を積み上げていって、これにいくら、これにいくらで予算申請を

お願いします、みたいな感じでしたよね。 

 

そうだった気がするのです。すごいなにか予算にうるさい会みた
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いな感じなのですけれど。本来、その方がいいのかな。 

 

そうですね、その方が自分たちで予算策定に関わっていれば、ど

れくらいの予算規模でこれくらいのことができるのだというこ

とも、共通理解もできやすいですね。 

 

そうでしたね、自由度がきくというか。 

 

取れなかったら取れなかったで、取れるようにするにはどうしよ

うみたいな話も出てきますし。 

 

他市でどのような方法をされているのかというのが全く入って

こないので、知りたいなという気持ちが大きいです。 

やはり大人もそうなのですが、小学校や中学校で男女共同参画を

どのように扱っているのかというのも少し気になるので、他市の

学校でどのような扱い方をしているのかと興味として湧いてい

ます。 

 

興味でいうと、今の若い人たちとか子どもたちの感覚をもうちょ

っと知りたいなと思っていて。本当に違うのですよね。で、私た

ちとしてはこういうところが大変なのではないかという前提で、

いろいろなことを考えて提案したりしているのですが、それ自体

がそもそももう結構古いのではないかとかいわれている。 

中学生の子どもが、合唱祭実行委員会に参加したのですが、昔は

男子1人、女子1人でクラスの代表を出していたと思うのですが、

今はそれがないらしいのですよ。行ったら、実行委員会が全部女

子で、男が 1人だったっていうのですよね。そうなると選曲とか、

演出とかの好みが偏ってしまって逆に難しいみたいなのがあっ

たりして。なるほどなあと思って、全然私の発想にない悩みごと

とかが実はあるのかなと思っていて、若い人たちとか子どもたち

とかの今、どういう取り組みをしていてどういうことが起きてい

るのかとかが知れる何らかのチャンスがあるとうれしいなと思

っています。 

 

男女共同参画の内閣府のところで意見を言うような委員会に入

っている方にお話を聞いたのですが、私が最初に男女共同参画以

前、男女平等という時代のころと同じことを今の時代で今の問題

としておっしゃっているのにあ然としたのです。 
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やはり、女が働きながら家のことは女の仕事になっているし、と

いう本当に基本的なことです。何が変わったのだろうというか、

そこの委員会に出ている方が私たちに伝えることも３０年前く

らいと変わらない、そのときに衝撃を受けて自分ではたと気付い

て、そうだ母がやっている、父は何にもやっていない、靴磨きは

私がやらされている、みたいなそういうところ、そのギャップ。

今回資料を事務局にお願いしているのですけれど、自分は、体は

女ですけれど気持ちは男というのが中学１年生がもう公にちゃ

んとみんなの前で言えるというギャップ、その辺を私たちはきち

んとつかんでいかなければいけないと。 

パートナーシップについても大村市が男性の世帯主に対し、パー

トナーを夫(未届)とする住民登録を実施した。法的には変わって

いないのですが、情報をなるべく共有できたらいいなと思いま

す。事務局はメールでいろいろな情報をくださるので、なかなか、

見られないのですが、今月まだ可能ならぜひオンライン講座等を

見たいと思います。１回でもＺооｍとか、ビデオ画像に参加す

ると頭の中がモヤモヤしていたものが、少し見えてくることがあ

ります。その辺も積極的にやっていけるような話ができたらいい

なと思います。だから、皆さんがどこか行ったとか自分はこの辺

にアンテナ張っているというのを共有していけるような。今期で

必ず終わりなのかどうか、その辺は置いておいて。他に、本当に

小学生の方のこととか中学生、大学生とかが分からないので知り

たいです。 

 

自分の情報を更新しようとしても、例えば今はイクメンという言

葉を使っていたのを、ともそだてという言葉に内閣府が変えてい

るわけです。だから若い方の情報とかを勉強、自分たちの知識に

なる情報の更新というのに、すごく同意します。 

 

パンフレットの見直し、慌てて何を答えればいいのだろうと思っ

てネットを見たら全国的にあまり出ていないのですね。越谷市は

いつも埼玉で頑張っているなと私は思うのですが、私の見た範囲

では、プリントアウトできるのは５市くらいしかなかったです。 

越谷では「越谷市男女共同参画推進条例」を見てみようという小

学校６年生へのリーフレットも見ましたけれど、全国で市が出し

ていないのだと思いました。 

 

そうでもないはずです。 
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市でなく県が出していているところもあるので。 

 

拾い方が悪かったのかもしれませんけど、意外と目には入ってこ

ない。でも、勉強になりましたし面白かったです。 

 

実際、やはりＰＤＦで、例えばアップロードしようというのも、

本来的にはもう古いのですよね、今の子どもたちに合っているか

合ってないかと言ったら、もうフィットしていないとは思うので

す。だから戸田市が先導してやっていこうとなったら、やっぱり

もう少しデジタル化をした方がいいのではと思います。 

 

そうですね。それとあと戸田市も負けずに出していっていただき

たいなと。 

 

相手に届くように発信していただかないと、拾っていけないと思

います。 

 

それはそうですね。 

では、情報発信の仕方も含めてご検討していただければと思いま

す。本来でしたら、まだご発言ない方のお話も聞きたかったので

すが、すみません。なにかご意見がある場合は、私か事務局にお

伝えいただけますとありがたく思います。 

では、これで本日の内容を全て終わりにさせていただいて、議事

は事務局にお返ししたいと思います。 

 

 

 

４ 閉会 

 

 


